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防災対策：東日本大震災の反省

• これまでの災害時マニュアル
緊急離脱・避難の方法
断水や停電時の対策
震災後の連絡手段

• 大震災を経験して感じた事
ライフラインや物流が復旧するまでの対策が不足
建物の修理などの高額な費用
完全復旧には数ヵ月から数年かかる

中長期的な事業計画まで踏み込んだマニュアルが必要



具体的には

1) マニュアルの見直し、災害訓練
災害時の対応を明確化
職員の意識レベルを向上

2) 行政や地域医療機関、関連企業との連携
協力企業の想定
地域連携を日常生活から行う

3) 物資を含めたライフラインの確保
災害時に強い通信手段
必要な物資の確保

事業継続計画
Business

Continuity

Plan

避難訓練
の強化



災害時における緊急離脱の検討



東日本大震災における被災直後の状況

回収する余裕が無く、緊急離脱を行った。

1. 停電のため透析室内は暗く、壁は裂けホコリが舞う

2. エアコンのふたが落下

3. コンソールはポンプが停止（外部電源異常）

4. 本棚と冷蔵庫が横転し、冷蔵庫のブザーが鳴り響く

5. 余震が断続的に続く

緊急離脱を行い、透析室から退避するよう指示



鉗子の位置

◆ 鉗子の位置

生食と一緒にかけていた為

地震の揺れで散乱した

コンソール脇の、

マグネットフックを使用



透析緊急離脱時の状況

◆ ベッドからの転落や、抜針はなかった

◆ 鉗子が散乱し、鉗子を集める

◆ 緊急離脱をおこなった
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切断 鉗子使用 抜針

※スタッフ7名で、患者10名離脱



【緊急離脱法の検討】

1. 鉗子クランプ+回路切断法

⚫ 回路に2カ所鉗子をかけ、2本の鉗子の間を切断

2. 鉗子クランプ法

⚫ 穿刺針のクランプチューブに鉗子をかけ、回路の接続を外す

3. 穿刺針ロック法

⚫ 逆流防止弁付き穿刺針の使用で回路の接続を外す

4. 抜針法

⚫ 返血をせずに抜針

通常返血と緊急離脱法をスタッフ16名で比較・検討



N=16
鉗子クランプ
＋回路切断

鉗子
クランプ法

穿刺針ロック法
（逆流防止弁付き穿刺針）

抜針法

平均離脱
時間[秒]

31.3秒
±8.7秒

60.2秒
±16.2秒

51.9秒
±22.9秒

113.1秒
±19.1秒

簡便性 ◎ ○ ◎ △

安全性 △ × ○ ○

コメント

• 所要時間が
短い

• 鉗子外れで
出血の恐れ

• 鉗子が外れ
やすく出血の
恐れ

• 固定用テープを
剥がす必要

• 出血リスクは少
ない

• 返血準備がない
と不可

• 通常操作で可

【結果】 通常返血
平均返血時間：240.8秒±36.8秒

（逆流防止弁付き穿刺針）
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• 鉗子外れで
出血の恐れ

• 鉗子が外れ
やすく出血の
恐れ

• 固定用テープを
剥がす必要

• 出血リスクは少
ない

• 返血準備がない
と不可

• 通常操作で可

【結果】 通常返血
平均返血時間：240.8秒±36.8秒

（逆流防止弁付き穿刺針）

緊急離脱が必要な
状況では最も迅速
に離脱出来る方法
を訓練しておくべき
だと考えている



援腎会での緊急離脱の判断基準

電源・機器に異常なし 停電or機器に異常あり

⚫透析続行
⚫装置点検

建物の被害が少ない 建物の被害が大きい

⚫生食置換にて返血

震度に関係なく!!

地震発生

避難までの余裕と物品がある 避難に一刻を争う

⚫ベルト止血法に
て離脱

⚫回路切断法に
て離脱



【当院で行っている災害訓練】

1. 避難訓練（年2回）

⚫ 緊急離脱（患者も参加）

⚫ 階段避難車（イーバック＋チェア ）

⚫ 救助袋（セフティ垂直降下方式救助袋：WA型）

2. 通信連絡訓練（年2回）

⚫ 伝言ダイヤル１７１（患者も参加）

⚫ 一斉メール

フッター



【小活１】

• 緊急離脱は被災状況に合わせた手法を選択するこ
とが求められる。

• そのためにも定期的な訓練
や、災害対策を見直すことは
重要である。



【事業継続計画（Business Continuity Plan)】

⚫ 企業存続のために、緊急事態により被害を受けても、重要業務を可能な

限り早急に再開出来るように、事前に取り決めておく計画
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【災害マニュアルとBCPの違い】

災害マニュアル BCP

対象 特定の災害(地震) 災害・事故・事件と広範囲

視点 部署に比較的限定 施設全体の視点

事業継続対策 無し あり

対策の重点 復旧対策 復旧対策と代替対策

安全
確保

状況
確認

仮
復旧

完全
復旧

災害マニュアル

BCPはここまで見据えておくもの



災害医療等のあり方に関する検討会 (厚労省平成23年10月) 

• これまでの災害対応マニュアルは、初期対応に重点が置かれて
きた。

• 長期的な対応も想定して個々の病院が業務継続計画を作成する
ことが望ましい。

我々診療所については

•一般の医療機関等については、従来通り、医療機関が自ら被災する
ことを想定して防災マニュアルを作成することが有用である。



透析施設もBCPが有った方が良い！

平成28年

透析クリニックとしては

初のBCPを作成
（私の知っている限り）

⚫生命維持のため最低限の透析を提供する為に



【製作ステップ】

基本方針の設定

業務影響度分析

対応策と発動基準

BCPの作成

教育・訓練・見直し



【製作ステップ】

基本方針の設定

業務影響度分析

対応策と発動基準

BCPの作成

教育・訓練・見直し

作成マニュアルに基づいて項目を決定していく



【製作ステップ】

基本方針の設定

業務影響度分析

対応策と発動基準

BCPの作成

教育・訓練・見直し

目的は最低限の透析



【製作ステップ】

基本方針の設定

業務影響度分析

対応策と発動基準

BCPの作成

教育・訓練・見直し

平時の運営体制と緊急時の発動体制を明確にする



【製作ステップ】

基本方針の設定

業務影響度分析

対応策と発動基準

BCPの作成

教育・訓練・見直し

職種別の役割を事前に決めておく



【製作ステップ】

基本方針の設定

業務影響度分析

対応策と発動基準

BCPの作成

教育・訓練・見直し

起こりうる災害から被害を想定する



【製作ステップ】

基本方針の設定

業務影響度分析

対応策と発動基準

BCPの作成

教育・訓練・見直し

協力してくれる企業や医療機関の確保



【製作ステップ】

基本方針の設定

業務影響度分析

対応策と発動基準

BCPの作成

教育・訓練・見直し

必要な資源の情報の入手先を確認する



【製作ステップ】

基本方針の設定

業務影響度分析

対応策と発動基準

BCPの作成

教育・訓練・見直し

想定災害に対応可能な物資の院内への確保



【製作ステップ】

基本方針の設定

業務影響度分析

対応策と発動基準

BCPの作成

教育・訓練・見直し

グループ別の初動対応体制を決定



【製作ステップ】

基本方針の設定

業務影響度分析

対応策と発動基準

BCPの作成

教育・訓練・見直し

定期的な情報伝達訓練についても確認



【災害対策携行カードの作成】

表面

裏面



【災害時緊急連絡訓練】メールでの安否確認

（本文なし）

例）1111



【災害時緊急連絡訓練】伝言ダイヤル



【BCP計画を作成してみて〜スタッフの感想】

• 災害対策を経営の視点からも考えられた。

• 避難するための対策ではなく、透析治療を継続させる観点で
作成する必要が分かった。

• 災害対策は、中核事業の復旧を目標にする事を理解した。

• 業務の流れを再認識することが、業務効率改善に繋がる。

• 新たな試みとしては
交通費を現物支給（ガソリン）とし、地元の燃料会社と提携
飲料水の確保（1人3L/day）
高K血症治療薬の備蓄
を取り入れた。

⇐ ウォーターサーバーの在庫を増やす

⇐ 薬局の在庫を多くしてもらう



【小活２】

• 災害発生時後の透析継続と早期の復旧の為に、
透析施設でのBCP作成は有用であると考える。

• 今後も東日本大震災で知り得た知見を広め、透析
施設での災害対策が有効に機能する為の活動を
続けていきたいと考えている。




